
Ｈ２７ 総合技術監理【回答案】 
国際的なイベントとそのプロジェクトの課題及びその対応 

総 合 技 術 監 理 の 問 題 傾 向 と し て 、 こ こ 数 年 は 回 答 に

多 く の コ ン テ ン ツ を 求 め る ケ ー ス が 増 え て い る 。 加 え

て 、 ビ ッ グ な プ ロ ジ ェ ク ト を 据 え る 傾 向 が 見 ら れ る 。  

し か し 、 基 本 的 に は 総 監 の ５ つ の 管 理 を 駆 使 し て 回

答 を 導 い て い く こ と に 変 わ り は な い 。 要 は こ れ ら を 駆

使 し て 題 意 に 忠 実 に 応 え て い く こ と が 肝 要 で あ る 。



( 1 ) プ ロ ジ ェ ク ト と 国 際 的 な イ ベ ン ト 内 容  

① 世 界 ジ ュ ニ ア 陸 上 選 手 権 ｉ ｎ Ａ Ｏ Ｉ Ｍ Ｏ Ｒ Ｉ  

② プ ロ ジ ェ ク ト 名 称 、 目 的 、 事 業 期 間 及 成 果  

・ 名 称 ： 青 い 森 新 陸 上 競 技 場 建 設 プ ロ ジ ェ ク ト  

・ 目 的 ： 将 来 県 の 陸 上 界 を 支 え る 人 材 育 成 を 目 的 に 、

世 界 レ ベ ル の 大 会 を 誘 致 し 、 次 世 代 を 担 う

子 供 達 に 世 界 の レ ベ ル を 肌 で 感 じ て 貰 う た

め 、 国 際 的 な 陸 上 選 手 権 を 開 催 で き る 競 技

場 を 整 備 す る も の で あ る 。  

・ 事 業 期 間 ： 2 0 1 6 . 5 ～ 2 0 1 7 . 3  

・ 成 果 ： 経 済 性 管 理 の 観 点 か ら 、 競 技 場 建 設 に 伴 う

雇 用 創 出 や 各 種 イ ベ ン ト 開 催 に よ る 経 済 波

及 効 果 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 人 的 資 源 管 理

で は 、 次 世 代 を 担 う 人 材 の 育 成 が 挙 げ ら れ

る 。  

③ プ ロ ジ ェ ク ト の 置 か れ て い る 背 景 ・ 環 境  

昭 和 5 3 年 の あ す な ろ 国 体 で 整 備 さ れ た 県 営 陸 上 競

技 場 は 老 朽 化 、現 在 の 耐 震 強 度 を 満 た し て い な い た め 、

全 国 レ ベ ル の 大 会 も 開 催 で き な い 状 況 で あ る 。こ の こ

と か ら 、国 際 競 技 場 の 開 催 で き る 整 備 の 機 運 が 高 ま っ

て い た 。  

④ プ ロ ジ ェ ク ト と イ ベ ン ト と の 関 連  

国 際 大 会 が 可 能 な 陸 上 競 技 場 を 整 備 す る こ と に よ

り 、 世 界 ク ラ ス の 大 会 の 誘 致 が 可 能 と な る 。  

⑤ 国 際 的 な イ ベ ン ト 終 了 後 の 状 況 予 測  



国 際 的 な イ ベ ン ト が 終 了 し た 後 に は 、東 京 オ リ ン ピ

ッ ク 大 会 前 の 各 国 の キ ャ ン プ の 誘 致 や 、夏 で も 涼 し い

本 県 の 特 色 を 利 用 し た 国 内 ク ラ ブ の 合 宿 地 と し て も

活 用 が 可 能 。  

( 2 ) プ ロ ジ ェ ク ト の 作 業 ス テ ッ プ  

① プ ロ ジ ェ ク ト の 作 業 ス テ ッ プ と 留 意 点  

作 業 ス テ ッ プ を ４ つ の フ ェ ー ズ に 分 け る こ と と す

る 。 以 下 、 そ れ ぞ れ の 留 意 点 を 記 す 。  

フ ェ ー ズ １ ： プ ロ ジ ェ ク ト 可 能 性 調 査  

社 会 条 件 の 調 査 と 整 理 と し て 、整 備 後 に 必 要 と な る

イ ン フ ラ の 整 備 状 況 調 査 ･ 整 理 や 鳥 類 、 希 少 生 物 な ど

自 然 環 境 に 関 す る 調 査 整 理 を 行 う 。 ま た 、 県 民 住 民 等

の 整 備 施 設 に 関 わ る 理 解 度 の 調 査 ・ 整 理 も 併 せ て 行 う 。 

フ ェ ー ズ ２ ： 事 業 可 能 性 の 検 討  

事 業 運 営 の 構 想 策 定 と 構 想 の 可 能 性 に 関 す る 調 査

と し て 、 官 側 に 加 え て 、 民 間 企 業 に 事 業 運 営 や 新 た な

団 体 等 に よ る 運 営 な ど 幅 広 く 可 能 性 を 検 討 す る 。  

フ ェ ー ズ ３ ： 事 業 計 画 の 策 定  

調 査 結 果 を 基 に 、事 業 化 の 可 能 性 の 高 い 項 目 を そ れ

ぞ れ 選 定 し 、事 業 化 の 可 能 性 が 高 い ベ ス ト ミ ッ ク ス と

し て 事 業 実 施 計 画 の 骨 子 と す る 。  

フ ェ ー ズ ４ ： メ ン テ ナ ン ス 計 画 の 策 定  

施 設 の メ ン テ ナ ン ス は 、1 ) 計 画 ･ 設 計 時 、2 ) 施 工 時 、

3 ) 保 守 ・ 維 持 管 理 時 の そ れ ぞ れ の ス テ ー ジ で の 課 題 と

そ れ に 対 す る 対 応 策 を 検 討 し て お く こ と が 必 要 で あ



る 。  

② 事 業 を 進 め る 上 で の 主 要 な リ ス ク  

( ａ ) 事 業 中 止 リ ス ク  

ｱ ) リ ス ク 源 ： 箱 物 建 設 に 対 す る 拒 否 反 応 が あ る 。 ｲ ) 事

象 ： 高 度 成 長 期 に 造 ら れ た 箱 物 の 遊 休 化 。 ｳ ) 事 象 で 生

じ る 結 果 ： 将 来 的 地 域 の 負 の 遺 産 に な る こ と に 対 す る

建 設 反 対 運 動 の 勃 発 。 ｴ ） 発 生 時 期 ： フ ェ ー ズ １ 及 ３  

( ｂ ) 事 業 費 調 達 リ ス ク  

ｱ ) リ ス ク 源 ： 多 額 の 建 設 費 捻 出 に 対 す る 自 治 体 の 不 安 。

ｲ ) 事 象 ： 労 働 人 口 の 減 少 、 農 産 物 の 価 格 低 迷 等 に よ る

税 収 減 。 ｳ ) 事 象 で 生 じ る 結 果 ： 自 治 体 の 税 収 減 見 込 に

よ り 、建 設 起 債 に よ る 資 金 調 達 が で き ず 。ｴ ) 発 生 時 期 ：

フ ェ ー ズ ２  

 ( ｃ ) 用 地 確 保 リ ス ク  

ｱ ) リ ス ク 源 ： 大 規 模 施 設 に は 広 大 な 用 地 が 必 要 。 ｲ ) 事

象 ： 地 方 で は 未 だ 未 登 記 の 共 有 地 や 相 続 人 不 明 値 が 多

数 。 ｳ ) 事 象 で 生 じ る 結 果 ： 用 地 買 収 が ネ ッ ク と な り 、

プ ロ ジ ェ ク ト の 遅 延 が 発 生 。 ｴ ) 発 生 時 期 ： フ ェ ー ズ ３  

( ｄ ) メ ン テ ナ ン ス リ ス ク  

ｱ ) リ ス ク 源 ： 大 規 模 施 設 に は 多 額 の 維 持 費 が か か る 。

ｲ ) 事 象 ： 労 働 人 口 の 減 少 、 農 産 物 の 価 格 低 迷 等 に よ る

税 収 減 。 ｳ ) 事 象 で 生 じ る 結 果 ： 自 治 体 の 税 収 減 に よ る

経 常 経 費 が 捻 出 で き ず 。 ｴ ) 発 生 時 期 ： フ ェ ー ズ ４ 、 基

本 的 に は 施 設 完 了 後 に 発 生 し て い く が 、 イ ベ ン ト 終 了

後 の 経 常 経 費 縮 減 が 始 ま っ て か ら 本 格 化 す る 。  



（ ３ ） プ ロ ジ ェ ク ト に 大 き く 影 響 す る リ ス ク  

ア ） 事 業 費 調 達 リ ス ク  

ａ 起 こ り や す さ  

地 方 自 治 体 の 緊 縮 財 政 の 中 ほ ぼ 1 0 0 ％ 発 生 す る 。  

ｂ プ ロ ジ ェ ク ト へ の 影 響  

事 業 費 の 調 達 状 況 に よ っ て 、 プ ロ ジ ェ ク ト 規 模 の 見

直 し が 必 要 と な る 。  

ｃ 想 定 理 由  

近 年 の 公 共 事 業 の 予 算 制 約 化 で 箱 物 建 設 の 予 算 措 置

が 厳 し い 状 況 に あ り 、 各 地 域 で 資 金 調 達 の 方 法 と し て

Ｐ Ｆ Ｉ 方 式 導 入 の 動 き が あ る も の の 、 人 口 の 少 な い 地

方 に 於 い て は 民 間 の 参 入 が 進 ん で な い 状 況 か ら も 想 定

可 能 。  

ｄ リ ス ク へ の 対 応 策  

ｄ - 1 ： 県 民 フ ァ ン ド の 創 設 に よ る 対 応  

「 再 生 可 能 エ ネ 発 電 」 を は じ め と す る 国 内 外 の 事 例

を 基 に 、 県 民 性 や 県 民 所 得 を 加 味 し 、 資 金 調 達 の 可 能

性 と 規 模 に つ い て 調 査 す る 。  

ｄ - 2 ： な ぜ 県 民 フ ァ ン ド な の か  

「 次 世 代 を 担 う 人 材 の 育 成 」 と い う 共 通 目 標 を 県 民

が 合 意 形 成 す る こ と で 、 資 金 調 達 は 現 実 味 を 帯 び る 。

し か し 、 事 業 主 体 は 資 金 調 達 者 対 す る 説 明 責 任 も 当 然

の こ と 厳 し く な る 。 こ の こ と か ら 、 人 的 資 源 管 理 と 、

経 済 性 管 理 の ト レ ー ド オ フ が 生 じ る 。 そ の た め に は 、

事 業 開 始 の 合 意 形 成 が こ の プ ロ ジ ェ ク ト の 鍵 と な る 。  



イ ） メ ン テ ナ ン ス リ ス ク  

ａ 起 こ り や す さ  

施 設 完 成 し た 瞬 間 か ら 、 老 朽 化 が 進 む こ と か ら も

1 0 0 ％ 発 生 す る 。  

ｂ プ ロ ジ ェ ク ト へ の 影 響  

維 持 管 理 費 の 調 達 計 画 の 試 算 結 果 に よ り 、 プ ロ ジ ェ

ク ト 規 模 の 見 直 し が 必 要 と な る 。  

ｃ 想 定 理 由  

本 格 的 な 人 口 減 少 社 会 が 到 来 し 、 地 方 に あ っ て は 税

収 の 減 少 が 続 く こ と か ら 、 維 持 管 理 に 係 る 資 金 調 達 は

益 々 厳 し く な る こ と は 容 易 に 想 定 で き る 。  

ｄ リ ス ク へ の 対 応 策  

ｄ - 1 ： メ ン テ ナ ン ス サ イ ク ル に よ る 対 応  

点 検 ⇒ 診 断 ⇒ 措 置 ⇒ 記 録 ⇒ （ 次 の 点 検 ） と い う 維 持

管 理 の 業 務 サ イ ク ル の 構 築 に よ り 、 施 設 の 劣 化 損 傷 前

に 補 修 ・ 更 新 を 展 開 で き 、 事 後 保 全 よ り 大 幅 な コ ス ト

縮 減 が 可 能 。  

ｄ - 2 ： な ぜ メ ン テ ナ ン ス サ イ ク ル な の か  

施 設 に 求 め ら れ る 適 切 な 性 能 を よ り 長 期 間 保 持 し 、

ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト 削 減 す る た め の 業 務 サ イ ク ル が

必 要 の た め 。 し か し 、 こ の サ イ ク ル を 回 す に は 、 維 持

管 理 に 関 わ る 人 的 資 源 管 理 の コ ス ト が 課 題 と な る 。 こ

の た め 、経 済 性 管 理 と の 間 に ト レ ー ド オ フ が 生 じ る が 、

人 材 育 成 に よ り 、よ り 効 率 的 な 維 持 管 理 が 可 能 と な り 、

ト ー タ ル コ ス ト で 、 十 分 な 費 用 対 効 果 が 期 待 で き る 。   


